
1975 年特許 1975-127646 において、萩原はすでに N+N-P+NP-P 接合型 dynamic photo thyrister の受光獅

子を発明しており、電荷蓄積部(P+)から主面の電荷転送装置部への電荷転送動作に Thyrister の Punch Thru
動作を利用している。これは電子 shutter 機能を可能にする受光素子の特長を明示したものである。
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●完全に残像のない受光部のＶＯＤ機能を使って、電子 shutter 機能を実現するための 

Overflow Drain の電圧を従来は固定でしたが、それに Clock電圧を印加することを 

提案した、Overflow Drain 端子の Clock駆動方式に関する特許です。 

 

●実施例としては横型 OFDに適応しています。 

 

●この特許は残像のない縦型 OFD(VOD)にも適応できる事は容易に類推できます。 

 

●ＶＯＤ付き Pinned Photodiode ( Sony HAD )にも適応可能なことは容易に類推します。 

 

●1987年にＳＯＮＹ（浜崎チーム）は電子 Shutter 機能を持つ SONY HADセンサーを採用した 

ILT CCD Image Sensor の開発と商品化を実現しました。日経マクロデバイス 1987年 10月号参照。 

 

●この出願特許 1977-126885で提案された Clock駆動方式を SONYの Hole Accumulation Diode (HAD) 

センサー（ VOD機能を持ち、残像のない、超光感度特性をもち、表面暗電流のない、P+NPNsub接合型の 

受光素子）を ILT CCD Image Sensorの採用したものです。 

 

●これは「萩原が 1975年に発明した P+NPNsub接合型受光素子がＶＯＤ機能を持つこと」の証拠です。 






















